
森林の微地形と土壌堆積腐植の様式

1 .斜面地形の尾根部と谷部における土壌堆積腐栂のJ段式
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京都市北部の京都大学戸生iJtt習林内のブナーミズナラ林の斜面上部と下部において，ゴニ主義封fj騎

jお織の様式を調べた。斜i苗地の下部においては，ム Jレ裂の土域11抗議-腐植，斜閣の上部にはそーダ

ー型の土域地積11諸総j認の発達が認められた。斜部のよ部と下部において認められたニつの土主義i桂

樹j似億様式について，その形成過恕を土;壊断面の徽形態観察， i器禁設の推定，ニと域11主積腕組胞の

落葉の分解速度受もとに考探した。

はじめに

ミュラ _3) ま土;嬢地税腐植闘の形成過程における土嬢生物の活動の2主要性安指摘した。その後，

肉眼的な綴裂をもとに土壌堆積腐櫛j欝の瀬型化がヨーロッパを中心lζ行なわれたヘ わが闘にお

いても，内[:El lll により ~G海道の針諜樹林の土J~iit私=腐iill:閣の形態分類，理化学性についての研究

が行なわれている。ゴニ主義堆務総蹴の様式を溶誕の分解j品較における土機動物や徴主主物の倒Jさから

説明する試みが行なわれてきている。クピエナは肉般的な土機椛積j泌植のM~誌にもとづく記述lζ

代わるものとして土;撲の務jこ?を顕微鏡を用いて制緩する土域微形態学研究?去を導入し，その後，

土機微形態の観察から土域堆積腕織の形成過総が研・究されてきている1け2}，mo

わが闘において，森林生態系における物質循環の研究からこi二境地積腕綴j爵の澄や搭楽，

をもとに土機数:olfJ潟械における有機物の悶転速度が数多く推定されてきているが91 .:lニ域地結成

織の形成過程についての研究は少ない。森林投競系における謎分の循環を盟解ずるうえで，今ま

で生態系住態学においてmいられてきたりタ一段，こと主義lit積腕績の認"務奨分解速度のt設定とい

った生態系における物質循環のパラメーターの惟定と詞n寺にニヒ域iit総成樹閣における分解の過程

を微形態学の手法を用いて研究することは分解のプロセスを採るうえで有効と思われる。

この報告において，斜面に立地するフナーミズナラ林の島根部と2予告ilにおける搭諜，

務薬の分解速度，土域itt積腐j穫の翠をもとにして土境地積j府植胞の有織物の回転速度を求めて，

ニヒ域地積泌総の形成時間与を推定した。さらに，土域付fj謎j潟粒-の微細形態の総務をもとにして土壌

堆積腐植般における分解過程の記述を行なった。

本 現:tEの所属:!誌綴大学!兵学部林学科
本研究は文部省科学研究費(一般研究 C661560168)による効成を受けて行なわれた。
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本文iこ先って，ヌド報告を御技開くださったt恩来1J夫教授，土i裳堆駿腐植の最測定をしてくださ

った加藤諮，ζ謝認を表します。

調査地の 概要

本 は 京 都 市北部lζ位践する京都大学戸生演習林のブナ (F，αguscrenata) ， ミズナラ

(Quercus criψula)の鰻i告する林分において行なわれた。締まま:ill!.の標高は 660-690m。純資地の

斜部長約 50m，絹斜30皮の北向きの斜到のよ部(足根部) ，こ 15x10 mと下部(谷部)に 5x

30mの調資プロットを設けた。

imJj笠i也の気候は日本海毅で冬期iζ降雪が多く林床は12月米から3翌年の 4月頃まで般留に稜われ

る。調査地の近くの長治谷線測所の記録によれば，年間の平均気槌と年間の降水位は各々11.3
0
C，

2788 mmであるο

斜関上部のプロットにおいて.J二樹木としてブナ(Faguscrenaia)，ミズナラ (Quercuscriψula) 

が磁 1!.:iしており，現高木;としてアオハダ (Ilexmacropoda) が箆sしている。林床にはチシマザ

サ (SasaKurilensis) が挺h~ï している。斜面の下部プロットにおいては，ブナ (Fagus crenata) ， 

ウリハダカエデ (Acerrufinerve)， トチノキ (Aesculusturbinaia)が上樹木をl!.:iめている。孤

を欠きi休床には 1)田ウメンシダ (RumohraStandishii)が後占している。

表1 ロットのj:~漢の物泌総ト:

Th臼 propertyof the top 
min日ralsoil. (0-5cm) 

Site Type of Watcr Bulk l'ofosity N1in. Air Moisture cont.ont 

soil 
pcrcola tion 

deusity (%) capaclty 
of fre5h 50i1 

(%) 

Hidge B" 
13ottom Bn 389 40 35 38 73 173 59 14 130 34 

11ζ斜百五のj二者flと下部のプロットにおける土壊の物現性を訴したο 斜簡の上部プロットにお

いては乾性補色森林土壌 (BB)，斜揃の下部プロットにおいては適澗性補色森林土撲のD)が発

している。斜商上部において， Ao JOO Iま約 5cm， Al' A2 }隠は 4cm.3cmと鉱質土壌の発迭は

惑いο 斜閣の下部において， Ao }認はおもにL隠からなり有機物鰯 (Ao) と鉱質土壊との埴界は

明瞭である。鉱質-土壌の Al A2 はそれぞれ 5cm，15 cmであった。

調査方法

斜閣の上，下部のプロットにおいて， 1. リター抵の測定， 2.土域Jili磁j泌総隠のi設の測定，

3. リタ一分解の実験を行なった。

1. リター抵の測窓

斜聞の上部，下部のプロットに各々 50x50cmのリタートラップを設定し， リター

1984， 1985'俸のニ年間jにわたって測定した。リターは俗月係祭し， 105
0
Cで乾燥後，その誌を

測定した。

2.滞浪分解の測定

リターバッグ法をj丹いることにより落葉の分解を斜TliiJ二郎，下部において測定した。斜間上部
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のプロットにおいて， コナラ (Q.serrata) ， ミズナラ (Q.cri.ψula) ， ブナ (F.crenata) ， スギ

(Cryptomeria japonica) ，オオウラジロノキ (MalusTschonoslui)の合計 5誕の落葉の分解恐縮

ベた。斜面下部においてコナラ (Q.serrata) ，ミズナラ (Q.crispula) ，ブナ (F.crenata)，スギ

(C. japonica)，ミズキ (Cornusωntroversa)，トチノキ (A.turbinata) ，クリ (Castaneacrenata)， 

ホウノキ (Magnoliaobovata)，ウリハダカエデ (Acerrufinerve)の合計 9種の落誕の分解を調

べた。斜面の上部，下部のプロットで共通して，コナラ，ミズナラ，ブナ，スギの落誕の分解を

調べた。

実験lと用いた落諜は1982年12月IC調査地の近くで採集された。落葉は実験室l乙持ち帰り，風乾

の後20x20cmのリターバッグに各々の樹趨について 10gを封入した。 リターバッグは各々の

糧について 5個，合計60個作られた。斜面の上部，下部の調査プロット内!Clx1mの小プロッ

トを各々 5摺，設定し，そのなかにリターバッグを落葉j習を除去した後に針金で止めて設註した。

ワターパッグは設鐙12カR後に回収した。リターバッグは実験室IC持ちかえり風乾の後に窓最の

測定を行なった。

3.土壌堆積腐植層の澄の測定。

調査i也の斜部の上部から下部IC向かつてトランセクトぜをもうけ 1m関i痛で土壌地積j禽織胞の揮

さの測定を行ない，表面積 100cmの内向を用いて土主義取積j制読を採集した。採集した土主義堆積

!潟植!趨は実験謹にもちかえり，民乾の後iζ翠f設の測定を行なった。

4.土綴堆積!泌機関の徽形態的観察

土壌地積J潟植胞の徽j忠勝額淡の試料を1988年 5月l乙調査地の斜i請の上部と下部において探捺し

た。採集にあたって，まず林，*1<::10x10 cm の塩化ビニーノレの絞を置きその縁にそって~誼に土

壌腐を深さ 10cmまでナイフ (NTカッター〉を用いて切断した。その後，沼つの切断面に沿っ

て5陸直に 10x10cm塩化ビニーJレのi肢を悲し込み，一断簡を切りだしてゴニ嬢を四つの議化ピニー

Jレの板で翻んで取り出した(写奥 1-1)。底に 10xl0cm滋化ピニールの板をあてビニーJレテ

ープセ接ぎあわせて結とした。土壌試料は実験室において数週間かけて嵐乾した後，二七域断面観

察の試料とした。

思乾の後，土壌試料をアルミホイルで裂い上部から土;撲の充棋剤を流し込んだ(写真 1-2)。

土域の先j臭剤として， 日本地科学社から市販されている P叩レジン(不能和ポリエステノレ樹脂で

写真1

1-1 : 10x10cmのプラスティ γク板を用い

て採集容れたこと液サンプル。室内において風
乾して土主義断濁作成の試料とする。

1-2: J郎記後，土壌サンプJレを400Cで3日
乾殺させた後，アルミホイルで、ニと主義サンプル
を被い土壊の問イじ刻 (p-レジン)を流しこむ。
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1-3:こと域サンプルは，場石切断機を用い

て， 10x5cm 隠さ lcmのブロック lζ切り

出される。ダイヤモンドプレードを付けた岩

石切断嫌。

1-5 :こと主義サンプルのブロッタ (lOx5 cm 
鮮さ 1cm)を浮いスライドグラスに p-レジ

ンを用いて按務する。談務後，さらに土主義ブ

ロックを岩石切新機を用いて約1"，，2mmま

でに切断する。

1-4: :岩石切断結誌により作成された土竣サン
プル。

1--6 :スライドグラスiζ銭殺し約1mmまで

に切断されたゴニ壊サンプルを，岩石研磨機ぞ

用いてO.lmm程度まで研!磁を行う。

1-7 :ポザエチレングリコールぞ飼いて筒化

した土境有機物踏のサンプルから，ミクロト

ームを用いる ζとで容易に数 10pmの薄片

を切り出すζとができる。その滋合，切断留

をセメンダインでコーテイングする ζ とで，

簿j十の作成が可能である。

‘ 一句-，
"一

不飽和アルキッドとスチレン意合モノマーからなる液状の樹脂)，触媒としてメチル・エチノレ・

ケトン・パ-;t'キサイド，促進剤としてナフテン駿コバルトを用いた。充填*UI001と対して促進

剤0.2%，触媒2.0%を混合したのち土壊試料lζ充填した。固化時間は触媒と促進剤の抵の増減で

調整することができる。画化は迅速で室温において約 1臼で試料は閤化した。樹踏を充填した試

料から岩石切新機をもちいて土擦の垂直断面を大きさが横揺 5cmx縦 10cmで厚さ lcmとな
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るように切りだした(ヰ災 1… 3. 1-4)。一次切断試料の接着簡を自動研!密機をもちいて一

次研癒した。 iVf麟試料は超音波洗浄して試料iζ付議した研勝部を除去した。試料の乾燥ののち，

試料の研際閣をアクリ Jレ変性物からなる光化学j業務部(臼木地科学社製)を用いて 5x10cm，

さ3mmのスライドグラスに援者した(主主斑 2-5)。

スライドグラスに接着した試料は岩切切断機を用いて約 0.5mmの障さに二次切断した。ニ次

切断試料は一次研i授と問機lζ 事400のカーボランダムを研鰐剤とし間勤研邸機において惇 dO. 1 

mm まで研隠した。大型の試料を均一に自滋研熊機により研絡することは難しいので，仕上の研

j誌は硬質ガラス絞のよで普3000のカーボラン〆ムを研熔剤として 0.05mmのj学ざまで研熔した。

研熔の後超音波洗浄機により付着研熔剤会除去した。 f好協j酒Hζ光化学技務剤をもちいて大型のス

ライドグラスで穫った。

観察が土壌堆積j泌総閣のみで鉱物質の土機胞を対象としない場合，土壌i控騎泌総閣の試料はポ

リエチレングワコールを用いて充填した。試料からの簿片作成法は武悶(1986)引に紹介されて

いる。関化試料はミクロトームを用いて 40μmICスライスして薄片を作成した(写真 1--7)。

結果

1. リターの年供給量まと土域滋毅腕組問

関 11ζ斜面の上部と下部におけるリター供給経の季節変化を示す。リター落下滋は10-11月に
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Sit官

Hidge 287.1 
Bottom 301目6

表2 定期総夜プロットにおける年間リタ…フぇ-)レ段
Annual litter fall in the pJots. (g/ m') 

(104.0) 
( 34.7) 

Oth日rs 1、otal

103.7 390.8 233.6 
106.1 '107.7 331.8 

C 75.'1) 
( 57.2) 

Others Total 

lO3.'1 337.0 
106.1 437目9

集中していた。表 2 に斜部の上告[~と下部における年間のザタ しめした。斜面の上部におい

て，年間のリタ設は1984，1985年で各々 3.9tjha， 3. 4 tjha，斜部の下部において， 1984， 1985 

4ドで各々 4.1 tjha， 4. 4 tjhaと斜砲の下部において高い傾向を示した。

斜部の上部と下部における各々 10mのトランセクトにそっての土壌堆積j泌総踏の測定の結果，

斜閣の上部において土域堆fAUI諸憾の設は 23.4t;ha (標準誤控 2.8t;ha ;サンフ。Jレ数10点)， 斜部

の下部において 7.9tjha (標準誤悲 0.5t;ha ;サンプル数10点)と土壌地積立~槌の盤は斜部の上

部において有~に高かった。

2.落葉の分解速度

議3tC 1) ターバッグ法により推定した10礎の落葉の一年間!の分f~'Ij1後での成存散を示した。斜面

の下部において 9醸の樹穏の分解を調べた結果，成存散においてミズキでの27.6%からブナとの

69.6%と寝間において等しい法が認められた。一方，斜閣の上部のプロットにおいて用いたコナ

ラ，ミズナラ，スギ，ブナ，オオウラジロノキの 5i蜜については残存滋に慈しい遼はなかった。

議!潤]

コナラ (Q.serrαtα) 
ミズナラ CQ.crispulα) 
ブナ CF.crenata) 
スギ CC.jαponicα) 
オオウラジロノキ CMalus
ミズキ (C.controversα) 
クリ (C.crenαtα) 
トチノキ (A.turbiηαtα) 
ホウノキ CM.obovαtα) 

表3 落葉の分解速度

ウリハダカエデ (A.rufinerue) 

27.6+-2.0 
50.。十0.5
65.8+3‘4 
39.2+1.2 
62β+ l.6 

斜面の上部と下部において共通に測定された，コナラ，ミズナラ，ブナ，スギの 4識の落葉につ

いて斜閣の下部において，分解が速い傾向が見られたが，リターバッグ聞での震強減少の変動を

考滋すると，間ーの樹離について斜閣の上部と下部において分解率に有意澄はなかった。

3.ニi二機堆積綿織閣の形態観察

2.に斜面の上部と下部における代表的な土主義取締胸組閣の断閣を示す。斜面の上部にお

いて土壌堆積J泌総j認の澄l立場所どとで変動を示したが，共通してそーダー型 (moder) の土域地

務総i憾の様式を示した。斜面の下部において，場所によってえ11.いF閣の発途が認められたが多く

の場所でL悶のみからなるムノレ型 (mull)の土壌よitftfJ泌総様式が認められた。
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図2 小型の開校 (B)の内部1<:::アモルファス物質と鉱物 (M)が究り合ってい
る。酪絞をさらに拡大すると，問主立がアモルファス物質を単位としてい
るζとがわかる。図Aには8{濁の単位が示されている。アモルファス単
位は鉱物 (M)をまじえて，集合している。アモルファス単位内にも鉱
物質が認められる。

3 -1.斜面の下部におけるムル裂土域士住職腐植の形態
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写真 21と示されるように，斜面の下部においては土境地積溺横揺は余り発速しておらず土機堆

積腐植閣はおもにL麗からなり，土域i並醸成1議j惑と鉱質土壊鰭との境界は明瞭であった。

a. L腐の形態(写斑 3) 

L閣の上部から下部1<:向かつて，落諜は掲包から黒褐色lζ変化していた。 L腐の下部において

白色の腐朽葉が認められる。また， L腐の下部において，諜表面lζ土機動物の畿の堆積が認めら

れるが，その盤は多くなかった〈写真3-1)。薄く F腐が発遺している場所では，諜表面に土

機動物の繋が堆君主し，落諜と糞の堆積からなる積層構造が認められる(写真3 2)。

b. A1腐の形態(写翼 3)

A1 腐の構造は石磯の閣を土壌間粒がうめるでいるが多くの~織が見られる。土機関紙は黒褐
色で大きさは 0.1mm-数 mmの大きさを示す。部位iとより，とれらの小型の 1mm程度の土壌

開校が集合して大型の数 mmから 1cmほどの大型の土域閉校を形成している。 LJ習との境界付

近の土壌国校は有機物1<:営むものが多く大裂の土機動物の務1<:超務、すると考えられる。 Ail習の

上部から下部に向かつて土機関粒内に鉱物質を混合した土域間粒が増加する。写真 3-41ζ示さ

れるように，儲光額数鏡のもとにおいて土;機閉校における鉱物質の分布が認められる。土壌闇絞

はミミズの繋1<:起源する大型の数 mmから 1cm，小型の 1mm程度の土域開粒に分けられる。
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写爽2

A 8 

醐ODER 関ULL
2-A:斜濁上部における moder(モーダー)裂の土壌堆絞j潟樹j霞

2-B:斜路下部における mull(ムJレ)型の土主義縫秘!潟樹j溜

さらに， J弱い倍率で小型のこと竣閉校を綾察すると，図 21ζ示されるように土機関粒は O.lmm寝

度の内部iζ鉱物を合むうす茶色のアモルファス物質から成り立つている。鉱質土壊の土界団粒に

はとうしたうす茶色のアモルファス物質!が認められる(写真 3-5，6)。

3-2.斜部の上部におけるそーダー型の土機:li!1樹腐植!惑の様式(写真 4) 

斜寵の上部において，土壊堆臓病継摺はL層， F燭， H踏から成り立ち，土機動物の分解盛物

の諜桜が鉱物質土域との境界iζH腐を発達したモーダー型のゴ二機i住積j泌植の特・徴を示していた。

土壊堆樹海植の構造は有機物の積層構造lとより特徴づけられる (写真 4-1)0 L崩において脊



写爽3

3-1 : LJ習における務紫(1)と築上のフン
(f) 

3-2: F般における務梨(1)と動物のフン
(f)の地税

&側一一....5mm

3-3 :A1J溺における閉校の分布，鉱物 (m)，
間絃 (a)

3-4:偏光下でのニと境問枚。白色のffll分は，
鉱物 (m)，長良色古ilHま有機物 (0)，~長 (1) 。

0.1 mtn 
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3-5 : 3-4と同じ， A1J溺の閉粒，小裂の
アモルファスの集合に鉱物 (m)，紫(1)，椴
物体 (0)が混合している。

3-6 : I到粒の拡大，アモルファス (A)
(m)がまじり合って郎総を形成している。

1織物地積の諮腐構造は落葉のみから成り立っている。 F)習においては落葉のょに土機動物の紫に

j記源する分解j宝物の増税が増加し，落葉とその上に堆積する土壌動物の繋が積!爵構造をなしてい

る。 F~iの下部 1<:: 向かつて，諮問構造の骨格となっていた蕗誕の分j採が進み蕗誕のょにlii~積した

の3慢を主体とした分解産物が樹臆構造をなしているが，最終的には落葉は分解され，土

壌動物の裁を主体とした分解陸物が堆積し瓦閣を形成している。日腐と鉱物質ゴニ滋との境界は不
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写楽4

4…1 : FJ欝において落幾
とそのよに堆積したフン

を起源とする分解廃物が

穣j習の構造をなしている。

4-2 :白色の腐朽繋 (w)と黒褐色のj潔朽紫

(b)，議よの虫フン (f)。

4-:3:分解禁におけるササラダニ (or)とそ

のフン (f)。織物体 (p)は綴色を示し，フン

は織物体と同じ包を示す。

明瞭である。

a. L鰭の形態(写真4)

4-4 終ょに堆致したゴニ域劾物のフン，分解

援物とリターのl.i:'{}習の総iな

4…5 :務紫の上lζ堆積したフン (f)，植物体

Gp)フンの数議からなる絞路線巡

4…6 ::落紫 (p)一分解産物の堆積(めからな

なる審議鰯構造iζ見られる級根 (r)

LJ習は数枚の蕗3震の磯緩から成り立っている。落葉lま下方l乙向かつて黒掲色の色彩を帯ひ事てい

る。落葉の表面には菌の侵入が認められるが，悲しくない。分解の余り進んでいない落諜は， ~霊
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肉内の細胞控に枕着した謹由質ータンニンの議会物の褐色物質により，補色をli!している。分解

の進んだ蕗誕は白色の腐朽葉と黒褐色のj潟朽葉が認められる 〈写真 4-2)。 ヒメフナムシや大

型のトビムシといった土壌動物の繋が認められるが，その設は多くない。

b. F胞の観察

ニiニ域堆醸成樹閣においてこの摺位は，土機動物の活動の最も活発な場所となっている。構造的

には蕗葉とそのよに堆積する土機動物の紫をj迫源とする分解践殺の集積から成り立つ積額構造を

基木としてliJl積している(写真4…1， 4-4)0 搭誌のよlζ堆積する奨を恕源とする緑色の分

解産物の割合が下方に向かつて増加する(~主主 4- 1)。

落葉の内部には小型の路子し性のササラダニの繋が認められる(写真 4-3)。 また， 鈍を起源

とする分解l宝物の他にトピムシ， ヒメフナムシなどの節足動物の繋が認められる (写真 4-5)。

誕のよに地醸した紫は，さらにミミズなどの土機動物により摂食，排出され二次分解産物として

誕の上に黒色の物質として堆積している。

広葉樹のそ…ダーの土壌堆積府機j留は，誕の上iζ分綿密物を11ft識しており，そ ζiζ締根の発述

が認められる〈写真4-6)。

2率良5

5-1:モーダ型でのHJ扇
とAd透。

5-3: HJ震とAl胞の境界付近の副校，内部
!C鉱物 (m)がまじっている。

5-2: HJ留に見られるゴニ機動物のフンの集積
(f)と植物体 (p)

5…4 :土機動物のフン絞めとそ ζに発迷し
たi麹糸 (my)。
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考察

ブナーミズナラの俊市する林分の斜面の上部と下部において発逮ずる土壊地譲j誕檎腐の形成過

程を，リターバッグを用いた分解実験，土域総務j泌総踏の盤とリター盤の比を用いた関紙速度，

土液堆積腐植腐の形態観察から調べた。土域i栓積腐櫛j欝の発逮様式は，有機物の分解i車皮と分解

産物が鉱物質土壌と混むりあう漉度により決る。土壌i住職潟i憾腐の様式は，分解が速く分解産物

が鉱物質土壌と混ざりあったムノレ型，分解が避いか，または分解産物が鉱物質土壊と余り混ざり

合っていないそル型を両極として述統的に変化する。中間の形態安モーダー裂とよぷ。

調査地の斜面の上部においてはモーダー型，下部においてムル型の土議堆積立話描j欝の発連が認

められた。 ζれらニつの土境地積腐植騒の形成過程を， ザター供給畿と土壌!ffi穣腐植j惑の抵の比

率から求めたりターの平均残存時閣を器にして翻ベた。斜面上部における土域i住職腐櫛j閣の翠は

23.4 tjha，リター蚤は 3.5tjhaであり，土壌堆積腐植繭におけるザターの平均滞在時間は 6.7年

と推定された。一方，斜面の下部において土壌堆積腐植腐の盤は 7.8νhaリター畿は 4.3νha

となり，土壌堆積腐糠j欝におけるリタ一平均滞在時間は1.8年と推定される。 リター平均滞在時

簡は定常状態にある森林生態系における有機物の回転速度のパラメーターとして用いられてきて

いるが，同時tC安定した土域堆穣i潟檎j欝の形成時鴎を表わしている。斜面下部におけるムル型で

は1.8年，斜面上部のそーダー型では6.7年と土域堆穣腐植腐の形成時間iζ慈しい差が認められる。

京都市の上質茂でのアカマツのモーダー裂でワタ一平均滞在時閣は約s年と推定されている九

斜面の上部と下部における土壌堆積腐植躍の形態的な差異や， ワタ一平均滞在時間iとより推定

される分解の速度に馨しい差が認められたが，リターパッグを用いた落葉の一年間での分解療に

は斜面の上部と下部において著しい謹は認められなかった。武昭ら6)I立問じ調査地においてE支援

蕗濃iζ番号を付・け，各種の落諜について分解の過設を調べた結果，分解の初期においては分解の

難易は樹理の基質・としての特性と関係しており，分解初期の…年においてブナ，ミズナラでは斜

閣の上部と下部において分解速度に有怒な謹がないことを示した。さらに，分解の進行とともに

斜面の上部，下部といった立地条件が分解に影響することを示している。表 4tと示すように斜面

の上部に比べて斜面の下部には大型の土機動物の盤が多く，ニつの場所での分解に露縛している

と考えられるが(金子，米発表)，塚本車}が指檎

5受4 斜蕗の上自sと下昔話における土主義動物の しているように，このID語変地における土機堆積腐

現存滋(1982年8月測定) 植題の形成に欧州におけるムル裂でのミミズの分

Group こと嬢動物苦手 斜面上部斜部下部 解活動，モJレ裂における小型節足動物の分解物の

Large Oligochaeta 1931 7370 結果といった説明が適切かどうかは今後の検討点
Enchytra母idae 32 399 として残されよう。
Isopoda 650 444 
Amphipoda 。 54 このように落葉の分解をリターパッグを用いた
Chilopoda 485 620 続期間の実験から明らかにするには問題点が多い。
Diplopoda 107 93 

実数的iζ落3患の分解を追跡する方法と問時lζ分解Symphyla 6 2 
Aranea 94 218 の生じている場である土壌を謹接観察するととに
Dipteran 1arvae 0.2 40 

より，分解過程についての知見を得る ζとができColeopteran adults 26 124 
Coleopteran larvea 410 167 る。武泊 7) !まアカマツ林におけるそーダー型のこと
Others 257 1118 

境地積腐i笹摺を微細形態的に観察する ζとにより，
l口... 3十 3998 10749 

従来，モ Jレやそーダ-~訟での堆穂波機感の発途が，
Z見移f設はアルコーノレづけの滋f設Cmg/nf) 

単lζ基質である鈴誕の難分解性iとより説明されて
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きたが，分解の避さは基質の分解が避いことよりむしろ，分解麗物がFJ欝や日}留において基質~c.

付務して堆積することで鉱物質土墳と混じり合わないことによることそ示している。

土壊のj桂樹腕櫛踏の形態観察から，土J1友11t駿勝紘j認の形成において搭躍の分解の速さだけでは

なく，分解践物が鉱物質土壊と混じりあう程度により土i創立総J~櫛腐の機式が決っている。モー

夕、、一型の地帯為櫛閣はF胞における諜とその上に堆総する分解f宝物の駿路状のJ構造により特徴づ

けられるo ムル裂のこt域地積!災組閣では，分解産物は鉱物質土壌と混ざりあい閉校を形成してい

る。この調査地のそーダー型の土機において認められた分解産物と務濃からなる積踏の構造は細

恨の幾分の吸収の場として重要である。

通常，モノレやモーダー裂のlit瀦JliC植は肥沃度の低い乾性の栂色森林ことやポドゾノレ土壌に発達し

ている。これらの堆積j潟植贈をもっ森林において，樹氷は謎分吸収の主体をなす細線を土壌l投機

}災機胞のF，日}留に発途させている。こうした状態は， ζの調査地のそーダー裂の土壌において

も認められた。一方， >歯潤性土壌において，植物は細根を鉱物質ニ!こ壌に発援させている。ゴニ壊に

おける養分の循環や分解を理解するうえで，分解の速度だけではなく土壌生物による分解濯物の

土壊における分解や分解産物の堆積様式の研究が設裂である。
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Rるsume

Decomposition pr・ocessesand genesis of soi1 organic Iayer were studied in a Fagus-

Quercus forest in Kyoto， Japan. The soi1 organic Iayer showed a muII type in the bottom 

parts of a forest sIope covered with Fagus-Qurcus. 1n the ridge parts of the sIope， a 

moder type humus accumulation was observed. The decompsotion processes and strucutures 

of soi1 organic matters were studied for the two humus types， i. e. muII and moder types. 

The decomposition processes in the soiI organic Iayers were shown in the attached photo-

graphs. 




